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原著 〔実践研究〕

なぜ絶対音感は幼少期にしか習得できないのか?
-訓 練開始年齢が絶対音感習得過程に及ぼす影響-

榊 原 彩 子*

絶対 音感 の発達 に は臨界 期 が存在 し,6歳 を超 える と絶 対音 感習 得 が困難 で あ る ことが指 摘 され て い

る。加 齢 に と もな う変 化 が絶対 音感 の習 得 可能性 を減 じてい る と考 え られ るが,本 研 究で は年齢 の異 な

る幼児(2歳 児4名,5歳 児4名)に 対 し,同 一 の和音 判別 訓練 法 に よる絶対音 感 習得 訓練 を実践 して彼 らの

絶 対音 感習 得過程 を縦 断 的 に明 らか に し,年 齢 に よって習 得過程 の様 相 も異 な るのか調 べ る こ とで,加

齢 に ともな う変化 を検 討 した。音 高 とい う属 性 に 「ハ イ ト」 と 「クロマ」 の2次 元 が あ る とい う考 えに

従 え ば,絶 対 音感 とは クロマ の特定能 力 で あ り,そ の習 得 とはク ロマの参 照枠 形成 とみなせ る。訓 練課

題 のエ ラー か ら聴取 傾 向 を記述 す る と,習 得 過程 中,年 少児 は早 い段 階で クロマ に着 目 し,全 体的 にク

ロマ次元 を重 視 した聴取 傾 向 を示 したの に対 し,年 長児 はク ロマ次元 の利 用が 少 な く,一 貫 してハ イ ト

次元 に依 存 した聴取 傾 向 を強 く示 した。加 齢 に ともな う変 化 と して,ク ロマ次 元 に依 存 す る傾 向が減 じ,

逆 にハ イ ト次元 に依 存 す る傾 向が増 す とい う変 化が 示唆 され,ク ロマ の参照 枠形 成 であ る絶対音 感 習得

が,加 齢 によ り不利 にな る様 が示 され た。

キー ワー ド:絶 対音 感,絶 対音感 の 習得 過程,臨 界 期,和 音 判別 訓練 法,ハ イ トとクロマ

問 題

絶 対 音 感(absolute pitch:以 下AP)と は,外 的 基 準 音

との 比 較 な し に任 意 の音 の 音 高 を特 定 で き る,あ る い

は指 定 され た 音 高 を生 成 す る こ とが で き る 能 力 の こ と

で あ る。APは 耳 で 聴 い た だ け の 音 楽 を演 奏 し た り楽

譜 に し た りで き る 他,暗 譜 や 作 曲 活 動 に有 利 とい っ た

利 点 か ら注 目 され る音 楽 的 能 力 で あ る 。 こ のAPを 保

有 す る者 は,音 楽 を 専 門 と しな い 一 般 人 で0.1%,音 楽

家 で10～15%程 度,存 在 す る と さ れ る(Baharloo,John-

ston,Service,Gitschier & Freimer,1998;Gregersen ,Kowla-

Sky,Kohn, & Marvin,1999;Profita & Bidder,1988)。APに

関 し特 に興 味 深 い 現 象 と して,発 達 に臨 界 期 が 存 在 す

る との 指 摘 が あ る。AP発 達 に 関 して は 「早 期 学 習 説 」

が 有 力 で あ り,こ の 主 張 に従 え ば,APは 万 人 に 学 習 可

能 だ が 限 ら れ た 時 期 し か 学 習 が 有 効 で な い(Abraham,

1901;Cohen & Baird,1990;Copp,1916;Crozier,1997;

Sergeant & Roche,1973;Takeuchi & Hulse,1993;Ward,

1963a,1963b;Watt,1917)。

す る と加 齢 に と もな っ て 生 じ る あ る 変 化 が,万 人 に

備 わ っ てい る はず のAP習 得 可能 性 を失わ せ てい る と

考 え るこ とが で きる。本 研究 で は,年 齢 の 異 な る幼児

に対 し同 一 のAP習 得 訓練 を 実践 し,年 齢 の違 い に

よ ってAP習 得 にいた る様 相 に違 いが あ るのか調 べ る

ことで,加 齢 に と もな う変化 を検討 す る。加 齢 に よ り

AP習 得 可能 性 が失 われ る背後 の現 象 と して,習 得過

程 にお い て も相違 が認 め られ ると予 想す る。

そ もそ も 「早期 学習 説」 の根 拠 の多 くは間接 的 な も

の であ り,主 にAP保 有率 と音 楽的訓 練 開始年 齢 の関

係 にあ る。音 楽的 訓練 開始 が早 い ほ どAP保 有 率 が高

い(Miyazaki,1988;Sergeant,1969;van Krevelen,1951;

Baharloo et al,1998)。で は何歳 までがAP習 得可 能 な年

齢 なので あ ろ うか。Sergeant(1969)は 音 楽 家 にAP保

有 状況 と音 楽経 験 を問 う質問 紙調 査 を行 った結果,AP

保 有者 の音 楽 的訓練 開 始年 齢 の最 頻値 は5歳,非AP

保 有者 で は6～7歳 で あった 。Miyazaki(1988)は 被験

者 となっ たAP保 有者 全 員が5歳 まで に音楽 的訓練 を

開始 して い るこ と,Van Krevelen(1951)は,殆 どのAP

保有 者 が7歳 まで に音 楽 的経験 を持 ち,訓 練 開始 年齢

の平 均 は4.9歳 で あ る こ と,Baharlooら(1998)は600名

以上 の音 楽家 の うち,4歳 以前 に音楽 的訓 練 を開始 し

た者 の40%がAPを 保 有 して いたの に対 し,9歳 以 降

に開 始 した者 の うちでAP保 有者 は3%に 過 ぎな か っ
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た こ とを,そ れ ぞれ報 告 してい る。Baharloo,Service,

Risch,Gitschier,&Freimer(2000)は これ ら諸 研究 を

ふ まえ,お よそ6歳 まで をAP習 得 の臨界 期 と結論 づ

けて いる。

また 多 くのAP保 有 者 は,彼 らが覚 えて い る限 り

ず っ と以 前 か ら自分 はAPを 保有 してい た と主張す る

(Carpenter,1951;Corliss,1973;Takeuchi,1989;Wynn,

1973)。Profita & Bidder(1988)は,AP保 有者 の25%

が5歳 まで に,90%は10歳 まで に 自分 の能 力 に気づ い

てい る ことを述 べ て い る。 これ もAPが 幼 少期 に獲得

され る能 力 であ る こ とを示 す間接 的証 拠 で ある。逆 に

幼 少期 を過 ぎて,例 えば成人 にな ってか らAPを 習得

す る ことが で きた とい う報告 が1例 も存在 しな い こと

も,間 接 的証拠 と言 え るだ ろ う。

直接 的 に臨界 期 を示 す数少 な い証 拠 と して もっ とも

古 い もので は,Sergeant & Roche(1973)の 研 究が あ

る。彼 らは年齢 の 異 な る幼児(3～6歳)に 単 旋律 を聴 か

せ3週 間後 に再 生 を求 めた ところ,年 少児 はよ り絶対

的音 高 を正確 に再 生す るこ とに重 点 を置 いた の に対 し,

よ り年長 の幼児 は旋 律輪 郭 の ような音 高 の相対 的側面

を重視 した再生 を行 った こ とを報 告 して い る。Crozier

(1997)は,参 照 音(A4:中 音域のA)の 習得 につい て幼

児(4～5歳)と 青 年(13～15歳)で 比 較 を行 った と ころ,

6週 にわた る訓 練 の結果,幼 児 は訓練 前 と比較 して も

青 年 と比 較 して も,有 意 に優 れ た参照音 特 定 を行 う こ

とを示 した。Saffran & Griepentrog(2001)とSaffran

(2003)は,乳 児 と成 人 に対 し音列 を用 い た学習課 題 を

課 し,乳 児 は よ り音 高 の絶対 的側 面 に注 目す る傾 向 が

あ るこ とを報告 して いる。 これ らの結 果 はいず れ も,

年 少の乳幼 児 が よ り年長 の者 に比 べ,音 高 を絶対 的 に

とらえる傾 向 が あ るこ とを示 す もので あ る。

もっ とも直接 的 な証拠 と して江 口(1991)は,APを

訓練 によって習 得 させ る実践 を行 い,そ の経験 か ら6

歳 半 までに訓練 を開始 す るこ とが必 須 で あ り,7歳 を

超 える とAP習 得 が著 し く困難 で あ る こ とを述 べ てい

る。 しか し実 際のAP習 得 にお いて年齢 の違 いが どの

よ うに影響 して いるの か,検 討 した試 み は未 だな され

ていな い。榊原(1999)は,一 般 的 なAP習 得過程 を明

らか にす るべ く,一 般 的な訓練 開 始年齢 であ る3歳 の

幼 児 に対 し江 口の和 音判 別訓練 法 によ るAP習 得訓練

を行 ってい るが,本 研究 で は よ り年少,年 長 の幼 児 を

対 象 と し,彼 らの 習得過程 を対 比 させ る。 年齢 の違 い

が 習得過程 に及 ぼす 影響 を明 らか に し,い か な る発達

的変 化がAP習 得可 能性 を奪 うもの なの かに ついて検

討 を行 う。

目 的

和 音判 別訓 練法 で は3～4歳 時 に訓練 を開 始す る こ

とが一般 的 であ り,全 体 の約9割 が この年齢 に訓練 を

開始 す る(江 口,1991)。 本研 究 では以 降,3～4歳 で訓

練 を開始 した事例 を 「一般 的事例 」 と呼 ぶ。対 して よ

り年少 の2歳 で開 始 した事例 を「年少 事例 」,年 長 の5

歳 で開始 した事例 を 「年長事 例 」 として,彼 らに同一

の 訓練 を実践 す る。 理 解力 の点 か ら2歳 未満 で訓練 を

行 う ことは通 常不 可能 で あ り,2歳 が事 実上最 年少 と

な るた め,2歳 開始 事例 を年少事 例 とした。逆 に7歳

を過 ぎて訓練 を開始 してAPを 習 得 す る こ とは極 めて

稀 で あるの で,訓 練 可 能 な最年長 は6歳 とな る。 しか

し6歳 を過 ぎて の訓 練 開始 はAP習 得 にいた らない危

険 が あるた め,原 則 とは異 な る処 遇 を行 うこ とが 多 く,

比較 に適 さないoそ こで今 回 の分 析 で は5歳 開始事例

を年 長事 例 とした。 一般 的事 例 と対比 させ,年 少,年

長事 例 それ ぞれ に共 通 す る特徴 を抽 出す るこ とで,加

齢 に ともな ってAP習 得 に どの ような変化 が あ るのか,

考察 す る こ とを目的 とす る。

方 法

(1)AP習 得訓 練法

訓 練成 功率 が90%以 上 と非 常 に高 い こ と,訓 練効 果

の持 続性 が確認 されて い る こ と,訓 練 法 の詳細 が公 開

されて い るこ と,等 の 点 か ら江 口(1991)に よる和音判

別訓 練法 を採 用 し実践 した 。 また榊 原(1999)の 結果 と

対比 させ るため に も,同 一 の訓練 とした。 本訓 練法 の

最大 の特 徴 は,訓 練 刺激 に単 音 で はな く和 音 を使用 す

る ことであ る。 和音 とい う刺 激 が相対 的 な音高 で はな

く音 自体 が持 つ響 きを と らえさせ るの に有 利 で ある こ

とが,AP習 得 にお ける有効 性 を支 え る と考 え られ る。

白鍵音 のAPを 習 得 す るた めに は9和 音,黒 鍵音 の

た め に最 小 で5和 音,最 大 で15和 音,判 別 で きるよ う

にな る ことが 必要 で あ る。和 音判 別 が可能 にな った時

点 でAP獲 得 が保証 され る(大 浦・江口,1982)。本 研究 の

分析 で は,白 鍵 音 のた め の9和 音 の判 別 まで の過程 を

分析 す る。FIGURE1に,9和 音 を導入順 に示 した。和

音数1か ら開始 し,原 則 的 に は判 別 の際 に誤 りが生 じ

ない範 囲内で和 音 を1つ ず つ導入 して い く1。9和 音 の

判別 が可 能 にな った後 は,本 研究 で の分析 対 象外 であ

1和 音を導入するペースは最速で2週 間毎
。原則的にいったん

導入した和音は減らさないが,エ ラーが多く生じた場合は被験

児の負担を軽 くするため,エ ラーの原因となる和音を減らすこ

ともある。



榊原:な ぜ絶対音感 は幼少期にしか習得できないのか? 487

FIGURE1訓 練 で使 用 す る和 音

るが,黒 鍵音 を含 む和音 の判別 訓練,和 音 を単音 の記

憶 へ と分化 させ る訓 練 を行 いAP習 得 にい た る。 要す

る期間 は,白 鍵 音 の9和 音 判別 まで に約1年 ～1年 半,

黒 鍵音 の和音 判 別 に さ らに約半 年～1年,単 音 へ の分

化 に約1年,こ れ らをあわせ全 て の音 につ いてAPを

習 得す るまで に,短 くて も約2年 半,長 くて約4年 を

要 す る。

訓練 は主 に和音 判別 課題 を毎 日行 う ことか ら成 り立

つ。1回 の訓 練 は20～30試 行(時 間にして2～3分),1日

4～5回,1日 に約100～150試 行,行 う。訓練 で用 い

られ る和 音 は色 と対応 づ け られ てお り,被 験児 は和 音

判別 が可 能 にな る まで は音名 を知 ら され ず,和 音 を色

名 で呼ぶ(FIGURE1参 照)。色名 を使 う理 由は,音 名 が 音

階上 の音 の高 低関 係 を意識 させ て し まう可能性 が高 く,

そ れ を避 けるた めで あ る。

(2)訓 練 お よび分析 手続 き

被験 児 は いずれ も,東 京都 内音 楽教 室 のAP習 得 を

目的 とす るコー スの み を受講 す る幼 児 で あ り,そ の両

親 がAP習 得 訓練 を子 どもに受 け させ る ことを自 ら希

望 し,実 験 に参加 した者 で あ る。事 前 に,訓 練 の主 旨,

内容 につ いて両 親 に了解 を とり,訓 練途 中で随時 中止

す る自由 が ある 旨 も伝 えた。

主 な訓練 者 で あ る被験 児 の母 親 が,ピ アノで和音 を

ラ ンダム順 に弾 き,被 験 児 の回答 を記録 す る。被験 児

は和音 の色 に対 応 した旗 の中 か ら聴 こえた和音 の色 の

旗 を手 に もち,色 名 を言 うこ とで 回答 す る。誤 答 の場

合 には正答 を伝 え,も う一度聴 かせ る。

分析 方法 は,榊 原(1999)に 準 じる。 白鍵音 のAPが

9和 音 の判別 を もって保証 され る ことか ら,本 研究 で

は訓練 開始 か ら9和 音 判別 までの過程 を主 な分 析対 象

とす る。 いずれ の場合 も被験 児 の母親 が 毎 日の訓練 記

録 を とり,実 験者 は記 録 を も とに2週 お きに訓 練指 示

を出す。 指示 に よ り処 遇 が行わ れ て1週 間後 の1日 分

の記 録 を分析 対 象 とした。 分析対 象 日は,2週 お き,

処遇 と処 遇 の中 間地点 に位 置す る。記 録 に は開始か ら

時 系列順 に番 号 をつ け,「 記 録1」,「 記録2」,,,と 呼

ぶ こ ととす る。

(3)被 験 児 お よび事例 の選択

最終 的 に分 析 の対象 とした被験 児 は,2歳 で訓練 を

開始 した年少 事例4名,5歳 で訓 練 を開始 した年長事

例4名 であ る。分 析事 例の選 定 に あた って は,訓 練 の

様相 に影 響す る と考 え られ る訓練 量 と音 楽経験 を統制

し,以 下 の3条 件 を満 たす事例 に限 っ た。(1)1日3回

以上 の 一定量 の訓練 を ほぼ毎 日継 続 で きた事例(病 気,

旅行等にともなう訓練休止期間が1週 間以内)。(2)2週 間お き

に取 る記録 に欠測 が ない事例。(3)幼稚 園 や保 育 園以外

で の音 楽 的教育 を受 けた経験 が ない事 例。

その結果,分 析対 象 とな った事例 は以下8事 例 で あ

る2。各事 例 とも,最 終 的 に5オ クタ ー ブに渡 る音域 の

単音 をラ ンダ ム に出題 した単 音特 定 課 題 に100%正 答

し,AP習 得 にいた っ た ことを確 認 して いる。以下,性

別 ・訓練 開始 年齢(訓 練開始年月日～)・9和 音 が判別 で き

るよ うにな るまで の期間(分 析対象記録)・AP習 得年 月,

を記 す。AP習 得 年 月 とは,単 音 特定 課題 を実施 し完 全

正 答 で きるに いた った こ とを確 認 した 月で あ る。

・年 少事例A(以 下,年少A):女 児 ・2歳8ヶ 月(1997年

2月26日 ～)・16ヶ 月(32記 録)・1999年8月

・年少B:女 児 ・2歳8ヶ 月(1995年7月10日 ～)・11ヶ

月(22記 録)・1997年7月

・年少C:女 児 ・2歳10ヶ 月(1995年12月30日 ～)・15ヶ

月(30記 録)・1999年1月

・年 少D:女 児 ・2歳10ヶ 月(1996年12月15日 ～)・

8.5ヶ 月(17記 録)・1998年7月

・年長A:女 児 ・5歳10ヶ 月(1999年4月13日 ～)・12ヶ

月(24記 録)・2001年6月

・年長B:女 児 ・5歳2ヶ 月(1995年11月4日 ～)・12ヶ

月(24記 録)・1998年12月

・年 長C:女 児 ・5歳6ヶ 月(1998年3月5日 ～)・18ヶ

月(36記 録)・2001年11月

・年 長D:男 児 ・5歳5ヶ 月(1998年1月28日 ～)・10ヶ

月(20記 録)・2000年3月

2当 初開始した事例は年長事例6事 例
,年 少事例8事 例。不採

用の6事 例 も全てAP習 得にいたっているが,以 下の理由によ

り今回の分析から除外している。年長事例2事 例については,

2事例 とも音楽的経験があったこと,う ち1事 例については非

常に訓練量が多いという点で特徴的であったことが理由であ

る。年少事例4事 例 については,2事 例は記録に欠測が多く,

かつ訓練量が時期 を通じて一定でなかったこと,1事 例は家庭

の事情で一時長期に中断していること,1事 例は訓練量が一定

でなかったことが除外の理由である。
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結 果 と考 察

結果 に つ い て は,年 少,年 長 事 例 をそ れ ぞれ 榊 原

(1999)に よる一般 的事例 にお け る習 得過程 と対照 させ

るこ とで考 察 してい く。榊 原 はAPを 理解 す る枠 組 み

として 「音 高2次 元性」 の考 え方 を利用 して いる。 音

高 には,周 波 数 に対応 して連 続 的,直 線 的に変化 して

い く 「ハ イ ト(tone height)」とい う特性 と,音 名 と対 応

した カテ ゴ リカル な 「クロマ(tone chroma)」 とい う特

性が ある(Kallman & Massaro,1979;Revesz,1954;Risset,

1978)。APと は音名,す なわ ち音 の 「ク ロマ」を特定 す

るこ とが で きる能力 の こ とで あ るの で,AP習 得 過 程

はクロマ次元 の参照枠 の形成 過 程 と して記述 で き る こ

とが予想 され る。一般 的事例 にお ける習得過程 を,ハ

イ ト,ク ロマ,各 次元 に依存 す る傾 向で記述 す る と,

訓練初期 は もっ ぱ らハイ ト次元 のみ に依存 して和音 判

別 を行 うが,和 音数 が増 えてハ イ ト次 元のみ で は十 分

な判別 がで きな くなって くる と,ク ロマ を手 がか り と

して着 目す る よ うにな り,ハ イ トとクロマ両次 元 に依

存 した ス トラ テジーが拮 抗 す る段 階 を経 て,両 次元 に

基づ いた 正確 な和 音判 別 へ といた る過 程 とな る(榊 原,

1999)。本 研 究 にお いて も,ハ イ ト,ク ロマ,両 次元 に

依存 す る傾 向 を分析 す るこ とで習得 過程 を記述 す る。

(1)和 音 数 の推移

先行 す る和 音 間で判 別が 可能 にな った こ とを受 け て

和音 を導 入 す るので,和 音 数 の推移 は訓練 の様 相 を あ

らわす指 標 の一 つ とな る。 一般 的事 例 にお ける和音 数

の推 移 は,初 期 に比較 的順 調 に和音 数が伸 び,和 音 数

が6な い し7に な った時点 で数 ヶ月和音 数が停 滞 す る

期 間が あ り,そ れ を過 ぎて徐 々 に和 音数 が増 え る とい

う特 徴 が共 通 して見 られ たが,そ の点 につ いて は年少,

年長 事例 ともに,一 般 的事 例 と大 き く変 わ る と ころは

ない。和 音 数 が増 え るス ピー ドや停 滞 す る期 間 の長 さ

は事 例 に よ り違 いがあ るが,和 音 数が6な い し7に 達

した時,停 滞期 を迎 えるパ ター ンは共通 してい る。FIG-

URE2か ら明 らかな よ うに,停 滞期 は,年 少B,C,年

FIGURE2年 少 ・年長 事例 にお け る和 音数 の推移

*グ ラフ横軸 は時間軸 をあ らわ し,完 成 期 にいた るまでの各 記録時の和音数 をプロ ッ トしている。 記録 は2週 間毎 であるの で,横 軸

ひ と目盛 りは2週 間 をあ らわす。FIGURE4～11で 記 録の抜粋 を示すが,そ の地 点 は特 に■で プロッ トしてあ る。
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長Dで は和音 数6の 期 間,年 少A,年 長A,Bで は和

音 数7の 期 間,年 長Cで は和 音 数6お よび7の 期 間 と

みなせ る。年 少Dだ けが例外 的 に停 滞期 が存在 しない

よ うに も とれ るが,和 音数7で 約1ヶ 月間 とどまって

い る ことはそれ まで2週 間 毎 に必ず 和音 が増 え て きた

こと と比 べ る と一 種 の停滞 で あ るので,停 滞期 が非 常

に短 いケー ス と し,停 滞期 は和 音数7の 期間 と解釈 し

た。

全事例,一 般的 事例 の分析 と同様,初 期 の和 音 数が

増 える時期 を「第1期 」,和 音 数6～7で 和 音 数が停 滞

す る時 期 を 「第II期 」,再 度増 え て い く時期 を 「第III

期 」,最終 的 に9種 類 の和音 の判 別 が可能 になった時 期

を 「完 成期 」と して,FIGURE3に 図示 す るよ うに段 階

を区分 し,以 下 に考察 を進 め る。

(2)段 階 ご との考 察

各段 階 どの よ うな聴 取 を行 って い るか は,訓 練 とし

て行 う和 音判 別 の際 に現れ るエ ラー を分類 し,そ の出

現 割 合 で示 す。判 別 課題 中 の エ ラー は榊 原(1999)同

様,主 に 「ハ イ ト依存 エ ラー」,「ク ロマ依 存 エ ラー」,

「不明 エ ラー」 の3種 類 に分類 す る こ とがで きた。 ハ

イ ト依 存エ ラー とは,例 えば 「CEG」 を 「CFA」 と答

え るよ うに,ク ロマ が異 な ってい る に もかか わ らずハ

イ ト次 元上近 接 して い るため に混 同 して しま うエラー

で あ り,ハ イ ト次 元 に依存 した,音 の高低 を手 が か り

とす るス トラテ ジー を反映 した エ ラーで あ る。 ク ロマ

依 存 エ ラー とは,「CEG」 を 「EGC」 と答 え るよ う に,

ハ イ ト次元上 離 れて い なが ら構 成音 が 同 じ,す なわ ち

同 一ク ロマ の和音 間 での エ ラーで あ り,ク ロマ次元 に

依 存 した,響 きを手 がか りとす るス トラテ ジー を反映

した エ ラーで ある。不 明 エ ラー は,わ か らない とす る

反 応 であ る。

榊原(1999)に よ る一 般的 事例 に お ける習得過 程 の特

徴 は以 下 の ように要約 で きる。第1期:和 音 数が少 な

いた め正答 率 は高 く,わ ずか に見 られ るエ ラーの殆 ど

はハ イ ト依存 エ ラー であ り,ハ イ ト次元 に基 づ いた判

別 が成 功 して いる段階 。第II期:和 音 数 の増加 に よっ

FIGURE3和 音 数 の推 移 に よっ て定義 され る段 階

て正答 率 の低下 す る とともに,わ ずか なが らクロマ依

存 エ ラーが 出現 し,ハ イ ト次元 の み に基づ く判 別 に限

界 が生 じ,ク ロマ次 元へ の着 目が生 じる段階 。第III期:

正 答 率が非 常 に低 くな り,特 に クロマ 依存 エラー が増

し,ク ロマ次元 を重 視 した聴取 へ と変 化 してい る段 階 。

完 成期:ほ ぼ全 て正 答 で きるよ うにな り,ハ イ ト,ク

ロマ両 次元 に基 づ いた正 しい判 別が 可 能 になった段 階 。

APが 音 のク ロマ を特定 す る能力 で あ る こ とか ら,そ

の習得 過程 は判 別 の手 がか りに クロマ 次元 を組 み込 ん

でい く変化 と解 釈 で きる。

(2-1)年 少事 例 の 考察

【年 少A】 各段 階代 表的 な記録2記 録 ず つ,FIGURE4

に示 した。紙 面 の関 係上,全 記録 を示 す こ とはで きな

いの で他 の記録 お よび完 成期以 降 の記録 は割愛 す る。

もっ と も注 目す べ き特徴 は,第1期,和 音 数 が4に な っ

て は じめての記 録(記 録4)で す で にク ロマ依存 エ ラー

が 出現 してい る こ とで あ る。 ク ロマ依存 エ ラー は構 成

音 が 同 じ和 音 同士 の混 同 で あ るた め,4番 目の和 音

「ACF」(「CFA」 と構成音が同じ)が 導 入 され ては じめて

起 こ りうるエ ラー で ある。第1期 内 の それ以 降の記 録

で も クロマ依存 エ ラー は現れ続 け る。一 般 的事 例 で第

1期 中 にク ロマ依 存 エ ラーが現 れた 事例 はない。

一般 的事例 の第II期 は
,少 ない なが らクロマ依存 エ

ラー が出現 す る時期 として特徴 づ け られた が,本 事 例

にお いて は第1期 で現 れた クロマ依 存 エ ラーが さ らに

割 合 を増 す時期 とな る。 クロマ依 存 エ ラ ーが多い とと

もに,ハ イ ト依 存 エ ラーが少 ない こと も特徴 的で あ る。

第III期 は これ らの エ ラーが減少 してい く時期 であ る。

一 般 的事例 の第III期 は正 答率 が非常 に低 い時期 で あ っ

たが,そ れ とはやや様 相 が異 な る。

結局,本 事例 に おい て は,一 般 的事 例 で各段 階通 じ

て もっ とも多 く現 れ たハ イ ト依存 エ ラ ーが一 貫 してあ

ま り見 られな い。 その分,ク ロマへ の着 目が早い段 階

で起 こ り,か つ全 体 を通 じてク ロマ を重 視 す る聴取傾

向が強 い と言 え る。

【年 少B】FIGURE5参 照 。年 少A同 様,4番 目の和 音

が 導入 された時 点(記 録7)で クロマ依 存 エ ラーが 出現

して い る。 第1期 内で すで にク ロマ依存 エ ラーが認 め

られ る こ と,第II期 で その割合 を増 す こ と,第III期 で

はエ ラー が減少 してい る こ と,全 段 階 を通 じて一貫 し

てハ イ ト依 存エ ラーが少 な い こと,全 て年 少Aに 共 通

す る。本事 例 は第II期 に無答3が 多 い こ とや比 較的訓 練

3何 も答えないという反応を無答 として分類 した。無答が現れ

たのは年少Bの みである。
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FIGURE4年 少Aの 各 段 階 に お け る正 答 率 お よ び 各 エ ラ ー の 割 合

*以 降,FIGURE6,7,8,9,10,11の 凡例 はFIGURE4と 同一であるため省略。

FIGURE5年 少Bの 各 段 階 におけ る正答 率 お よび各 エ ラーの割 合



榊原:な ぜ絶対音感は幼少期にしか習得できないのか? 491

期間 が短期 間 で ある とい った独 自の特 徴 を持 ちなが ら,

や は りハ イ ト依 存傾 向 が弱 く,ク ロマ依存 傾 向が早 く

現れ か つ強 い とい う特徴 が認 め られ る。

【年少C,年 少D】FIGURE6,FIGuRE7参 照。年少C

は第III期に,初 期 に導入 した 「CFA」 を除 くとい う

特別 な処遇 を行 って いる点,年 少Dは エ ラー 自体 少 な

く非常 に短 期 で訓練 が終 了 して い る点,独 自の要素 を

持 ちなが ら,年 少A,Bで 指 摘 した特 徴 を共有 す る。

ク ロマへ の着 目が早 い段 階 で起 こり,か つ クロマ依存

エ ラーが 多 く,ハ イ ト依 存 エ ラーは全段 階 通 じて少 な

い。 これ ら2事 例 にお いて も,ク ロマ 次元 を重視 す る

聴 取傾 向 が示唆 され る。

FIGURE6年 少Cの 各段 階 にお ける正答 率 お よび

各 エ ラーの割 合

(2-2)年 長事 例の 考察

【年長A】FIGURE8参 照。第1期 は,正 答 率 が比較 的

高 く,少 な いエ ラー の殆 どがハ イ ト依 存 エ ラーで ある

とい う点,-般 的事 例 の第1期 と同様 で あ る。 クロマ

依存 エ ラー は現 れ な い。第II期 もわ ずか な クロマ依存

エ ラーが 出現 す る時 期 とい う点 で は一 般的 事例 と同様

だが,本 事例 にお いて は ク ロマ への着 目が起 こ りに く

い傾 向が 指摘 で きる。 は じめ てク ロマ依存 エ ラーが 出

現 した の は,第II期 後期 の 「記録16」 で あ る。 第II期

中,ク ロマ依存 エ ラー が現 れ ない記録 も多 い。 この第

II期 にす で に見 られ た,ク ロマ依 存傾 向が 弱 い とい う

特徴 は,第III期 に もっ とも顕 著 に現 れ る。第III期は もっ

と もエ ラー の多い時 期 で あ るが,そ のエ ラー の殆 どが

FIGURE7年 少Dの 各 段階 にお け る正答 率お よび

各エ ラーの割 合

ハ イ ト依 存エ ラー で あ り,ク ロマ依 存 エ ラー は第II期

同様,あ ま り見 られ ない。一般 的事 例 の第III期が多 く

の クロマ依存 エ ラーが 出現 した時期 で あった こ とと比

較 す る と特徴的 で あ る。全体 的 にク ロマ次 元 を利 用 す

る傾 向 が弱 く,奇 し くも年少事 例 と全 く逆 の傾 向で あ

る。

【年長B,C,D】FIGURE9,FIGuRE10,FIGuRE11

参照 。年長Bは,第II期 が よ り短期 で あ る こ とを除 け

ば,全 体 的様 相 が年 長Aに よ く似 て い る。 年長Cは 非

常 に長期化 してい る点,年 長Dは やや 訓練期 間が短 期

で あ る点 等,や は り独 自の特徴 が あ る。 それで も共 通

す る特徴 として,第1期 に はク ロマ依存 エ ラー は出現

せず,第II期 に入 って1ヶ 月以 上経 って よ うや く現 れ

た ク ロマ依存 エ ラ ー はその後 もあ ま り出現 す る ことな

く第III期に はほ とん ど消滅 して し まう こ とが挙 げ られ

る。 特 に年 長Dの 第III期で は,ク ロマ依 存 エ ラー が第

III期を通 じて一度 も出現 して いな い。全 段 階通 じて,

エ ラー の殆 どが ハ イ ト依存 エ ラー であ る。

年長 事例 に共通 して言 える特徴 はお お むね年少事 例

と逆 で ある。 クロマ へ の着 目が遅 く,ク ロマ次元 を利

用 す る傾 向が弱 い。 そ の分,全 体 を通 じて ハイ ト次 元

を利 用す る傾 向 が強 い。

結 論

年齢 による違 いか ら推測 され る加齢 に と もな う変 化
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FIGURE8年 長Aの 各段 階 に お ける正 答率 お よび各 エ ラーの割 合

FIGURE9年 長Bの 各段 階 にお け る正答率 お よび

各 エ ラーの割 合

とは,ク ロマ次 元 を利 用す る傾 向 が減少 し,と もな っ

て相対 的 にハ イ ト次元 を利 用 す る傾 向が増 加 す る こ と

で ある。 絶対 音 感 とはそ もそ も音 名,す なわ ち音 の ク

ロマ を特 定 す る能力 であ る。加 齢 に と もない ク ロマ次

元 に基 づ く聴 取 の傾 向が減 じ られ るとの本研 究 に よる

示唆 は,APが 幼 少期 に しか 習得 で きない とい う臨界

FIGURE10年 長Cの 各段階における正答率および

各エラーの割合

期現象に合致するものである。

討 論

従来のAP早 期学習説には大きく分けて3種 類の考

え方が存在 している。これらは相反するものではなく,

これらを含むいくつかの要因が作用してAPが 幼少期
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FIGURE11年 長Dの 各 段 階 にお ける正 答 率 お よび 各

エ ラー の割合

に しか習 得 で きない現 象が あ る と考 え るべ きであ ろ う。

以下,本 研究 結果 を各説 に照 ら し合 わせ て論 じる。

(1)早 期 感受性 説(古 典的臨界期説)

早 期感 受性説 とは,APは 誰 し もが 有 す る潜在 的能

力 の1つ だが,AP発 達 に適 した聴 覚 的感 受性 が 現れ

る幼 少期 に それ を行使 す る ことが な い場 合,能 力 の レ

パ ー トリーが それ以 降永 遠 に失わ れ て しま う とい う主

張 であ る(Copp,1916)。 音 高 を絶 対 的 な値 として知 覚す

る傾 向が幼 少期 に目立 って現 れ る事 実 は これ を支 持す

る(Crozier,1997;Saffran & Griepentrog,2001;Saffran,

2003;Sergeant & Roche,1973)。Cohen & Baird(1990)

は類似 の現 象 として音 素 の カテ ゴ リー発 達 を挙 げてい

る。乳 児 は非常 に早期 に母 国語 の音 素 カ テゴ リーを習

得 す るが その習得 に もや は り臨 界期 が存 在 す る(Wer-

ker & Tees,1984)。 こ こで謎 とな るのが,母 国語 の音 素

カテ ゴ リー は全 ての母 語話 者が 習得 す るの に対 し,音

高 カ テゴ リーの習 得 であ るAPの 場 合 に は ご く少数 し

か習得 しない とい う違 い だが,こ の点 につ いてCohen

& Baird(1990)は,言 語 と音 楽 とで は 日常的 な必要性

の違 いが あるた め と論 じてい る。 習得 しな けれ ば言語

理解 に困難 を きた す音 素 カテ ゴ リー に比 べ,音 高 カテ

ゴ リー は 日常 生活 で必 ず し も要求 され ない。

ク ロマの参 照枠形 成 と考 え られ るAP習 得 にお いて,

年少 児 ほ どク ロマ を感知 し利 用す る傾 向 が強 く見 られ

た本 研究 の結果 は,ク ロマ の感 受性 が 早期 に顕著 に現

れ る ことを示唆 してお り,こ の説 に矛 盾 しない。

(2)学 習抑制 説

Crozier(1997)は,早 期感 受性 説 だ けで はAPが 極 め

て少数 に しか習得 され ない事実 を説 明 で きない と し,

学 習抑制 説(unlearning theory)を視 野 に入 れ る ことを主

張 した。学習抑 制 説 とは,音 楽的 訓練 の 中 には,AP発

達 を阻害 す る要素 が 多 くあ り,そ の種 の音 楽的 経験 が

AP発 達 の可能 性 を失 わせ る とい う もので あ る(Abra-

ham,1901/1902)。 転 調 や移調 して もメロ デ ィー の同一性

の知 覚が 要求 され た り,よ り積極 的 に移動 ドのよ うに,

同 じ音高 を異 な る音 名 で呼 ぶ経験 等 がAP発 達 の可能

性 を失わ せ,音 楽経 験 にさ らされ る発 達 の過程 で相対

音 感 がAPよ り も優 勢 に なって い くとい う主張 で ある。

相 対 音感 が芽生 え る とされ る年齢 が,Zenatti (1983)に

よれ ば6～7歳 で あ り,奇 し くもAP臨 界 期 と重 な る。

江 口(1991)は,AP習 得 を可能 とす る条件 として,年

齢 の他 に相対 音感 を まだ身 につ けて いな い ことを挙 げ

てお り,年 齢 が低 くて も音楽経 験 に よ って相 対音感 を

既 に習 得 して い る場 合 に はAP習 得 は困難 としてい る。

本研 究結果 にお け る年 長児 は クロマ に依存 した反 応

が 非常 に少 な く,相 対 的 にハ イ トに依存 した反応 が優

勢 で あった。 この現 象 は,ク ロマ に依存 す る傾 向 自体

の減 少 とも解 釈 で き るが,音 の相 対 的 な関係 を と らえ

る こ とに重点 を置 く音 楽経 験が,加 齢 に と もない増加

す る ことによ って,ハ イ ト次元 にお ける判別 が発達 さ

せ られ,結 果 的 に クロ マ とい う手 が か りを利用 しな く

な っ て しまった とい う可能性 も考 え られ る。本研 究 で

は年 齢差 を抽 出す るた め音 楽経験 を統 制 したが,こ の

問題 を検 討す るた め に は,音 楽経験 の多寡 とAP習 得

可能 性(お よびAP習 得過程の様相)と の関 連 を調べ る必要

が あ り,今 後 の課題 とな る。

(3)一 般的発 達仮 説

Takeuchi & Hulse (1993)は,AP発 達 可能性 が加

齢 に よって失わ れ る理 由 として,よ り一般 的 な発 達 に

ともな う認知 的 変化 を挙 げてい る。 旋律 の個 々 の音 の

知 覚 か ら,音 の グ ルー プ化 に関す る高 次 の概 念 を形 成

す るよ うに発 達 す る とい う発達 的変 化 が仮定 で き るが,

それ こそがAPの 発 達可 能性 を失わ せ る変化 で あ る と

主 張 す る。

本 研 究で採 用 した ハ イ ト,ク ロマ2次 元 に は依存 す

る傾 向 に加齢 に と もな う変化 があ る こ とを示 したが,

以 下,本 結果 を この説 に照合 して解釈 す る。 そ もそ も

ハ イ ト次元 では,音 高 は周波数 に対応 した連続 量で あ

り,意 味 あるカ テ ゴ リーはな い。 したが ってハイ ト次

元上 の判 別 に際 して は,他 の音 よ りどの程度 高いか と



494 教 育 心 理 学 研 究 第52巻 第4号

い った,音 同士 の相対 的 な位 置 関係 が重 要な役 割 を果

たす。対 してAP保 有 者 に とって ク ロマは,他 の音 と

比較 する こ とな く特 定で きる絶 対 的 カテゴ リーで あ る。

光の波長 が連 続 的 であ りなが ら,色 が我 々の認 識 上 カ

テゴ リー的 で,基 準 な しに特定 で きるの と同様 で あ る。

す る とクロマ次 元 に依存 す る聴 取 は絶対 的 な聴 取 ス ト

ラテジー,ハ イ ト次元 に依 存 す る聴 取 は相対 的 ス トラ

テジー と,そ れ ぞれ関連 す る と考 え られ る。 この2種

類 のス トラテ ジ ー間で は発 達 的順 序が仮 定で きるだ ろ

う。個 々 の ク ロマの記憶 を前提 とす る絶 対的 な聴 取 ス

トラテ ジー と,短 期記憶 中の 基準 音 をた よ りに相 対 的

に音 高 を見 積 もる相対的 な聴取 ス トラテ ジーで は,後

者 の方が情 報 処理 と して効 率 的 と言 え る。加齢 に よ る

知 的発達 に ともない,絶 対 的 か ら相対 的へ,言 い換 え

れ ばク ロマ 依 存 か らハ イ ト依 存 へ,優 位 な ス トラ テ

ジーが交替 し,AP発 現 を支 え る絶対 的 ス トラ テ ジー

が劣勢 にな るの を機 に,AP習 得 可能 性 も失 われ る と

考 えられ る。

以上 の3説 を統 合 す ると,1つ に は早期感 受性 説 が

指 摘す る よ うに,幼 少期 特有 の聴 覚 的感受性 が音 の響

きとい う特性 で あ るク ロマ の知 覚 に有利 に働 いて い る。

加 えて一 般 的発 達仮説 の言 う,音 列 をま とま りと して

知覚 し相 対 的 に音 高 を処 理 す る こ とに長 けて いな い,

幼 少期 な らで はの認知 的未熟 さ も また,音 を個 々 に知

覚す る傾 向 を強 め,カ テ ゴ リカル な属性 であ る ク ロマ

の知覚 を容易 に してい る。 この よ うなAP発 達 を有利

にす る幼 少期 に特徴 的 な聴取 が,加 齢 に ともな う知 的

発達等成 熟 要 因で 失われ てい くこ とに加 え,学 習 抑制

説 によれ ば,相 対 的な音高 処理(相 対音感)を 発 達 させ

る音楽 経験 も また それ を失 わ せ る方 向に作 用 す る。 結

果,あ る年 齢 に な って相 対 的 な聴 取 ス トラ テ ジー が

いったん優 位 に なって し まう と,そ の方が も と も と効

率的 であ る こ と も手伝 い,後 か らAP的 ス トラテ ジー

を習 得す る こ とが で きな くな るので あ ろう。
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師が先の よ うな 「指 導行動 の行 使 の仕 方」 を とる こと

で十分な信 頼 を得 て,指 導 の内容 を浸 透 させ,そ れ に

よって個々 の 児 童 の人権 意識 を確 立 させ る ことが,い

じめや仲間 はず れが ない学級雰 囲 気 を作 る ことにつ な

がってい くもの と予 想 され るだ ろ う。 加 えて,信 頼 感

や人権 意識 を育成 す るため には,児 童 の 内面 に まで 影

響 を及ぼす こ とが必 要であ り,こ の ような雰 囲気 の 醸

成 に は,長 い 時 間 を要す るこ と も予想 され る。

狩 野 ・田崎(1990)は,勢 力 資 源 「親近 ・受容 」 とモ

ラールの 「学 習動 機 」,「学習環 境評 価 」,「目標 達 成 努

力 」,勢 力 資 源 「明 朗 性 」 とモ ラール の 「テ ス ト適

応 」,「目標 達成 努 力 」等に それ ぞれ正 の相関 が見 られ

る ことを明 らか に してい る。 これ らの結果 か ら,教 師

の 「受容 ・親 近 的 な態度 」や 「明 るい特性」 が学 級 の

「意欲 的 な雰 囲気 」 に影 響 して い る可 能性が考 え られ

る。 また,児 童 の意欲 を育成 す るた め には,児 童 の 内

面 に まで影響 を及 ぼす ことが必 要 で あ ると考 え られ る。

したがって,こ の よ うな雰 囲気 の醸 成 に は長 い時 間 を

要 する こ とが予 想 されるだ ろう。

平 川(1998)は,中 学校 ・高校 の体 育教 師の勢 力 資源

として 「罰 ・威 圧 性」 因子 を抽 出 してい る。 この 因子

は,田 崎(1979)や 河村 ・田上(1997)の 抽 出 した 「罰 」

因子 では見 られ なか った「先 生 が こわ かったか ら」,「強

そ うだった か ら」 等 の 「叱 った と きの怖 さ」や 「外見

か ら感 じる威 圧 性 」を示 す項 目が含 まれてい る。「体 育 」

は 「規律 」 に従 った集 団行 動 をす る こ とが多 い教 科 で

あるので,平 川(1998)の 調 査で,回 答 者 は集団 行 動 の

場面 を思 い浮 かべ て教師 を認 知 す る こ とが多 か った の

で はないだ ろ うか 。 したがっ て,小 学校 で も,集 団行

動 の場面 で は,教 師 の 「叱 った と きの怖 さ」や 「外 見

の威圧性 」 が 「規律 」 に影響 を及 ぼ し,従 来 の研 究 結

果 とは異 な る効 果 が示 され る可能 性 も考 えられ る。 ま

た,「 規律 」は,価 値 観や意識 の 変革 を要す る雰 囲気 と

は異 な り,き ま りを守 らせ る等 の行 動,す なわ ち,外

面的 な変 化 に よ って生 じる もの と考 え られ るこ と よ り,

比較的短期 間 で影響 が及ぶ こ とが予 想 され るだ ろ う。

以上 の点 を踏 ま えて,本 研 究 で作 成 す る 「教 師 の影

響力」に関わ る質 問紙 の内容 は,「 指 導行動 」の よ うに

限定 され た もので は な く,教 育活 動 場面 にお いて,具

体的 な働 きか け を含 み,多 面 にわ た って,学 級 雰 囲気

に影響 を与 え る と認 知 され た教 師 の姿 を取 り上 げ る こ

ととす る(以 後,こ の質問紙を 「教師認知」と呼ぶ)。な お,

この 「教 師認 知 」 は 「学級崩壊 」 な どの学級 で の不 適

応問題が盛 ん に指摘 され てい る小 学 校高学 年 に焦 点 を

当てて検討 をお こな うこ ととす る。

教 師 の影響 力 全般 につ いて,児 童 によ る「教 師認 知 」

に よって と らえ,「 学級 雰囲 気 」との関連 につ い て調べ

てい くので あ るが,こ こで考 慮 してお きた いの は,調

査時 期 の問題 で あ る。学 級集 団 の多 くが1年 間 で解散

するた め,教 師 の教育指 導 は学 級終 末(学 年末)を 念頭

にお くこ とが求 め られ(蘭 ・武市 ・小出,1996),学 級 雰囲

気 も 「学 年末 」 が最 も醸 成 され て い る もの と考 え られ

る。 した が っ て,教 師 の効 果 的 な影響 を考 え る場 合,

学年 末 の 「教 師認 知」 が学年 末 の 「学級雰 囲 気」 に与

える影響 を検 討 す るこ とが非 常 に重 要 にな って くる と

いえ る。 そ の一方 で,教 師主 導 で学級 づ く りをす るの

は主 に1学 期 で あ る(渕上,2000)と い うこ とが あ り,1

学期 の 「教 師認 知」が 同時期 の 「学級 雰囲 気」,さ らに

は学 年末 の 「学級 雰囲気 」 に も影 響 を及 ぼす可 能性 が

考 え られ,こ れ らの関係 に つい て も検 討 をお こな う必

要 が あ るだ ろ う。 そ の よ うな検 討 をお こな う こ とに

よって,1年 間 の どの よ うな時期 の どの よ うな教 師の

あ り方が,望 ま しい 「学級 雰 囲気 」 を規定 してい るの

か,明 らか にす る ことが で き,教 師 の学級 づ く りの問

題 に対 して重 要 な示 唆 を与 え る ことがで き る もの と考

える。

以上,本 研 究 は,「 学級 崩壊 」や 「い じめ」な ど学 級

経営上 の 問題 に対 して示唆 を得 るた め に,教 師 の学 級

集団 に及 ぼす 影響 につ いて検 討 しよ うとす る もの であ

る。 「指 導 行動 」等 の よう に限定 され た もので は な く,

「指 導 行 動 の 行 使 の仕 方 」や,「 受 容 ・親 近 的 な 態

度」,「明 る い特 性」,さ らには 「叱 った と きの怖 さ」,

「外見 の威 圧性 」 とい った多 面的 な教 師の 姿 に着 目 し,

これ らの相 対 的 な影響 の程 度 に つい て,1年 間 の時 間

軸 に沿 っ て,総 合的 に分析 を試 み る ことで,あ るべ き

教師 の姿 を明 らか に しよ う とす る。 その際,従 属変 数

としては,望 ましい 「学級 雰 囲気 」の側 面 として,「 人

権 意識 の高 い雰 囲気 」や 「意欲 的 な雰 囲気 」,「規 律 」

あ る雰 囲気 に着 目する。 その上 で,「 人権 意識 」と 「意

欲 」 は,児 童 の内面 に深 く関 わ る もので あるか ら,長

い時間 をか けて,教 師の一 貫 した指導,自 信 のあ る態

度,モ デル の提 示 と,子 どもを受容 し,明 る く親 しみ

のあ る態度 に よって醸 成 され て い くで あ ろ う とい う こ

と,「規 律 」 は,外 面 的 な変 化 によ る もので あ るか ら,

比 較的短 期 間 で,教 師の怖 さや外 見上 の威圧 に よって

醸 成 され るで あ ろう とい うこ とを仮 定 した。 この よ う

な仮 説 の検証 に よって,1年 間 の学級 づ くりの どの よ

うな時期 に どの ような教師 像 が求 め られ,望 ま しい学

級 雰囲気 の 醸成 にあた って,教 師 が具体 的 に どの よ う

に働 きか け をお こなえば よい か,重 要 な示唆 が 得 られ


